
事業種類 事業名

必要性 重要性 効率性 緊急性 計画熟度 総合評価

現
地
調
査

事業
着手 ○ ○A A B

当該地は、平成30年10月の台風24号に伴
い渓流が荒廃し、流出した土砂により下流
の県道や農地に被害が発生した。渓流内
には依然として不安定土砂が堆積してお
り、今後の降雨により土砂が流出し、下流
保全対象に被害を及ぼすおそれがあるこ
とから、対策工を実施する必要がある。

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

ー ー
事業
着手

ー8 伊那市 メツラ沢
さわ 谷止工1個

側壁工他１箇所
70,000 2021年

（令和3年） B A A

1 伊那市 待沢
まちさわ

谷止工３個 127,000

(様式１-1)　新規評価総括表
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A B A A

C A B B A B

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

C A A A B B

A A B A B

ー ー
事業
着手

2023年
（令和5年） C7 木曽町 寒原

かんばら

谷止工嵩上２個
山腹工0.75ha
　土留工
　水路工 他

150,000 ー
事業
着手 ○ ○A

当該地は、平成30年9月の台風21号に伴
い山腹が崩壊し、流出した土砂により下流
の町道に被害が発生した。山腹内には依
然として不安定土砂が堆積しており、今後
の降雨により土砂が流出し、下流保全対
象に被害を及ぼすおそれがあることから、
対策工を実施する必要がある。

2022年
（令和4年）

事業
着手 ○ ○

当該地は、令和元年6月の豪雨に伴い山
腹が崩壊し、流出した土砂により下流の
農地に被害が発生した。渓流内には依然
として不安定土砂が堆積しており、今後の
降雨により土砂が流出し、下流保全対象
に被害を及ぼすおそれがあることから、対
策工を実施する必要がある。

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

ー ー
事業
着手

ー

2 飯田市 山原
やまはら

下
した

床固工３個
山腹工0.10ha
　吹付工

130,000 2022年
（令和4年）

事業
着手 ○ ○

当該地は、令和元年7月の台風6号に伴い
山腹が崩壊し、直下農地に被害が発生し
た。山腹斜面は依然として不安定であり、
今後の降雨により拡大崩壊し、周辺保全
対象に被害を及ぼすおそれがあることか
ら、対策工を実施する必要がある。

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

ー ー
事業
着手

ー

A3 天龍村 所蛇川
しょじゃがわ

谷止工３個
流木捕捉工５個
森林整備2.00ha
　本数調整伐

141,000 2023年
（令和5年）

事業
着手 ○ ○

当該地は、平成30年10月の台風24号に伴
う豪雨により渓流が荒廃した。渓流内には
不安定土砂が堆積しており、今後の降雨
により土砂が流出し、下流保全対象に被
害を及ぼすおそれがあることから、対策工
を実施する必要がある。

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

ー ー
事業
着手

ー

B A B A A A4 松本市 向山
むかいやま

山腹工0.20ha
　土留工補修
　吹付工

146,000 2023年
（令和5年）

事業
着手 ○ ○

当該地は、山腹崩壊に伴う落石が既設落
石防護柵上部に堆積している。今後の降
雨により拡大崩壊し、下流保全対象に被
害を及ぼすおそれがあることから、対策工
を実施する必要がある。

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

ー ー
事業
着手

ー

B A A A B B5 塩尻市 ヌルデ沢
さわ

谷止工３個 81,000 2022年
（令和4年）

事業
着手 ○ ○

当該地は、平成30年6月の台風24号によ
り渓流が荒廃し、下流市道に土砂が流出
する被害が発生した。渓流内には依然と
して不安定土砂が堆積しており、今後の
降雨により土砂が流出し、下流保全対象
に被害を及ぼすおそれがあることから、対
策工を実施する必要がある。

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

ー ー
事業
着手

ー

A A A A A A6 長野市 かりや
山腹工0.17ha
　実播工

83,000 2021年
（令和3年）

事業
着手 ○ ○

当該地は、これまでの豪雨等により表層
崩壊が発生し、山腹斜面の風化が進行し
ている。山腹斜面は不安定であり、今後の
降雨により拡大崩壊や表面侵食の進行に
より、下流保全対象に被害を及ぼすおそ
れがあることから、対策工を実施する必要
がある。

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

ー ー
事業
着手

ー
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B B A

当該地は、令和元年10月の台風19号に伴
い山腹が崩壊し、流出した土砂により下流
のため池や人家に被害が発生した。山腹
内には依然として不安定土砂が堆積して
おり、今後の降雨により土砂が流出し、下
流保全対象に被害を及ぼすおそれがある
ことから、対策工を実施する必要がある。

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

ー9 佐久穂町 石橋
いしばし

山腹工0.40ha
　土留工
　水路工 他
谷止工４個
護岸工30ｍ

102,000 2022年
（令和4年） A A B ー

事業
着手

ー
事業
着手 ○ ○

○

○

14 箕輪町 北
きた

の沢
さわ 谷止工1個

床固工1個
55,500 2021年

（令和3年） A A ー
事業
着手 ○A A A A

当該地は、これまでの降雨に伴い渓流が
荒廃するとともに、治山施設が老朽化によ
り破損している。渓流内には依然として不
安定土砂が堆積しており、今後の降雨に
より土砂が流出し、下流保全対象に被害
を及ぼすおそれがあることから、対策工を
実施する必要がある。

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

15 大町市 常盤
と き わ 床固工１個

流路工補修1,645ｍ
60,000 2021年

（令和3年） B B

ー

○

16 千曲市 寄合沢
よりあいざわ 谷止工２個

谷止工補修１個
58,000 2022年

（令和4年） B B

ー ー
事業
着手

ー
事業
着手 ○A A B

10 長野市 朝日山
あ さ ひ や ま

山腹工0.45ha
　土留工
　補強土工 他

314,000 2024年
(令和6年） A A

ー
事業
着手

ー
事業
着手 ○B A B B

当該地は、これまでの降雨等により治山
施設の洗堀や破損が進行している。今後
の降雨等により施設が損壊し、下流保全
対象に被害を及ぼすおそれがあることか
ら、対策工を実施する必要がある。

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

ー ー
事業
着手

ー
事業
着手 ○B A B A

当該地は、これまでの豪雨に伴い山腹が
崩壊し、流出した土砂が下流の一級河川
裾花川に堆積している。山腹からは依然と
して堆積した土砂の崩落が発生しており、
今後の降雨により拡大崩壊し、下流保全
対象に被害を及ぼすおそれがあることか
ら、対策工を実施する必要がある。

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

○ー
事業
着手

ーー

11 坂城町 胡桃
く る み

沢
さわ

谷止工２個 86,000 2021年
（令和3年） B A A ー ○ー

事業
着手

ー
事業
着手 ○A A B

当該地は、平成29年の台風21号に伴い渓
流が荒廃し、土砂が下流用水路へ流出し
た。渓流内には依然として不安定土砂が
堆積しており、今後の降雨により土砂が流
出し、下流保全対象に被害を及ぼすおそ
れがあることから、対策工を実施する必要
がある。

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

12 高山村

13 下諏訪町 菰
こも

川
かわ

流路工226ｍ 86,000 2021年
（令和3年） C A

山田入
や ま だ い り

谷止工増厚３個
副ダム工補修１個
山腹工0.06ha
　土留工
　実播工 他

157,000 2023年
（令和5年） A

事業
着手 ○B A B B

当該地は、降雨等による山腹の崩壊や既
設治山施設の老朽化が確認されている。
山腹斜面は荒廃が進行するとともに施設
も機能低下しており、今後の降雨による拡
大崩壊や施設の損壊により、周辺保全対
象に被害を及ぼすおそれがあることから、
対策工を実施する必要がある。

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

B

A
事業
着手 ○ ○

B

当該地は、これまでの降雨等により流路
工底部の洗堀が進行している。今後の降
雨等により施設が損壊し、下流保全対象
に被害を及ぼすおそれがあることから、対
策工を実施する必要がある。

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

○

ー
事業
着手

ー

A A B

当該地は、令和元年8月の豪雨に伴う山腹崩
壊や渓岸侵食により土砂が流出し、下流の町
道が通行止めとなる被害が発生した。渓流内
には依然として不安定土砂が堆積しており、今
後の降雨により土砂が流出し、下流保全対象
に被害を及ぼすおそれがあることから、対策工
を実施する必要がある。

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

ー ー
事業
着手

ー
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20 長野市 下
し も

荒倉
あ らくら

谷止工２個 55,000 2021年
（令和3年） C ○ ○ー

事業
着手

ー
事業
着手

B B

19 千曲市 堂平
どうだいら

21 伊那市 清水坂
し み ず さ か

谷止工３個 68,000 2021年
（令和3年） B A

23 中川村

清滝
きよたき 谷止工２個

谷止工増厚５個
250,000 2024年

(令和6年） B

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

ーA A A B B

当該地は、これまでの降雨により渓流が
荒廃している。渓流内には不安定土砂が
堆積しており、今後の降雨により土砂が流
出し、下流保全対象に被害を及ぼすおそ
れがあることから、対策工を実施する必要
がある。

大沢
おおさわ

洞
ほら

谷止工増厚１個 25,500 2021年
（令和3年） B A

ー

○ ○
所管課の意見が妥当であると判断す
る。

ー ー
事業
着手

ー
事業
着手

A B B B B

当該地は、治山施設が経年による老朽化
により破損しており、今後、施設が損壊し
た際には土砂が流出し、下流保全対象に
被害を及ぼすおそれがあることから、対策
工を実施する必要がある。

24 王滝村

流路工296ｍ 70,000 2021年
（令和3年） B A

ー18 上田市 渋田見
し ぶ た み

護岸工40ｍ
森林整備44.13ha
　本数調整伐
　受光伐

36,000 2022年
（令和4年） A A

ー ー
事業
着手

ー
事業
着手 ○A A B B

当該地は、これまでの降雨により渓流が
荒廃し、渓流内には倒木も確認されてい
る。周辺森林も下層植生が乏しく倒木が
発生しており、今後の降雨により土砂や流
木が流出し、下流保全対象に被害を及ぼ
すおそれがあることから、対策工を実施す
る必要がある。

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

○B

○

A

当該地は、令和元年10月の台風19号に伴
い渓流が荒廃した。周辺森林は下層植生
が乏しく表面侵食や倒木が発生しており、
今後の降雨に伴う山腹崩壊や土砂流出に
より、下流保全対象に被害を及ぼすおそ
れがあることから、対策工を実施する必要
がある。

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

ー
事業
着手

ー
事業
着手 ○

54,000 2021年
（令和3年） B A ○17 栄村 平滝

ひらたき 谷止工２個
谷止工補修１個

○

ー ー
事業
着手

ー
事業
着手 ○A A B A

当該地は、これまでの降雨等により治山
施設の洗堀や破損が進行している。今後
の降雨等により施設が損壊し、下流保全
対象に被害を及ぼすおそれがあることか
ら、対策工を実施する必要がある。

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

22 辰野町 唐
から

木
き

沢
さわ

谷止工増厚２個 32,800 2021年
（令和3年） A A

ー ー
事業
着手

ー
事業
着手 ○A B B B

当該地は、平成30年9月の台風21号に伴
い山腹が崩壊した。下流治山施設は経年
により破損しており、今後の降雨により崩
壊が拡大し土砂が流出した際に施設が損
壊し、下流保全対象に被害を及ぼすおそ
れがあることから、対策工を実施する必要
がある。

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

○ー
事業
着手

ー
事業
着手 ○A A A A

当該地は、治山施設が経年による老朽化
により破損しており、今後、施設が損壊し
た際には土砂が流出し、下流保全対象に
被害を及ぼすおそれがあることから、対策
工を実施する必要がある。

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

○ー ー
事業
着手

ー
事業
着手 ○A A A A

当該地は、治山施設が経年による老朽化
により破損しており、今後、施設が損壊し
た際には土砂が流出し、下流保全対象に
被害を及ぼすおそれがあることから、対策
工を実施する必要がある。

所管課の意見が妥当であると判断す
る。
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25 小谷村 中
なか

ぬけ沢
さわ

　他
ほか 谷止工1個

谷止工増厚嵩上２個
127,500 2022年

（令和4年） B

合　　　　　　　　計 25箇所

所管課の意見が妥当であると判断す
る。

ーA A A A A

当該地は、治山施設が経年による老朽化
により破損しており、今後、施設が損壊し
た際には土砂が流出し、下流保全対象に
被害を及ぼすおそれがあることから、対策
工を実施する必要がある。

○ ○ー
事業
着手

ー
事業
着手


